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1. 開催概要 

名 称： 高校生 ICT Conference 2017 

テーマ: 高校生が考える心豊かな生活 ～ ICT×（家族・学校・地域）～ 

主催： 

 

 安心ネットづくり促進協議会 

 大阪私学教育情報化研究会 

 一般社団法人モバイルコンテンツ審査・運用監視機構 

 一般財団法人草の根サイバーセキュリティ運動全国連絡会 

共催： 内閣府、総務省、文部科学省、経済産業省、消費者庁 

後援： 

 

山口県教育員会、山口県私立中学高等学校協会、一般社団法人全国高等学校 PTA 連

合会、全国高等学校情報教育研究会、一般社団法人電気通信事業者協会、一般社団

法人全国携帯電話販売代理店協会、一般社団法人日本スマートフォンセキュリティ

協会、特定非営利活動法人コンピュータエンターテインメントレーティング機構、

独立行政法人情報処理推進機構、一般財団法人マルチメディア振興センター 

協賛： 

 

グーグル株式会社、株式会社サイバーエージェント、株式会社ディー・エヌ・エー、

株式会社ラック、グリー株式会社、 LINE 株式会社、インテグラル株式会社、 エー

スチャイルド株式会社、一般社団法人情報教育研究所、 Twitter Japan 株式会社、

株式会社ベルパーク、株式会社メディア開発綜研 

協力： 

 

アルプスシステムインテグレーション株式会社、株式会社内田洋行、株式会社 NTT

ドコモ、KDDI 株式会社、ソフトバンク株式会社、デジタルアーツ株式会社、一般社

団法人インターネットコンテンツ審査監視機構、特定非営利活動法人浜松子どもと

メディアリテラシー研究所、ストップイットジャパン株式会社 

開催目的： 高校生 ICT Conference は、2011 年度に「ICT プロジェクト 高校生熟議 in 大阪

～ケータイ・インターネットの在り方＆活用法～」として大阪でスタートしました。

2012 年度は、東京開催を加え計 17校 79 人の高校生が参加し、2013 年度は、東京・

大阪に加え、北海道、奈良、大分を新たに加えて 5 拠点にて開催し、計 51 校 267

人の高校生が参加しました。2014 度も同 5 拠点にて開催し、計 44 校 221 人の高校

生が参加しました。 

2015 年度は、石川、長野、神奈川、福岡を加えた 9拠点にて開催し、計 78校 310

人の高校生が参加しました。2017 年度は、より全国的な規模での展開に向けて、新

たに北海道帯広、仙台、静岡、新潟、高知を加えた 14 拠点にて開催し、計 107 校

476 人の高校生が参加しました。 

 

高校生 ICT Conference の開催目的には、二つの側面があります。その一つは、

教育的側面であり、初対面の人と話し合うという経験の中で、段階的に「考え、ま

とめる、聞く、話す、見せる、伝える」などの技術を修練することです。第二に社

会的に注目を浴びている携帯電話やインターネットをテーマとすることで、大人に

なる準備段階として、携帯電話やインターネットを安心して安全に使うために、高

校生として情報モラルについて自ら深く考え、実践することで、将来のより良いイ

ンターネット利用環境の構築の一助とすることです。 
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【本年開催テーマのコンセプト】 

 IT やインターネットは、その発明の理由は別としても、民間利用においては、そ

れらの技術を用いることで、人々の生活や事業をより効率よく、便利に営めること

を目的としています。情報技術に限らず、多くの発明品は同様の背景を持ちながら

も、便利さゆえに、安易な利用や悪事への利用などにより、本来の目的にはそぐわ

ない結果を及ぼすこともあります。今年度の高校生 ICT Conference では、私たち

の生活を更により良くするために、どのように ICT を利活用すれば良いか、という

視点でテーマを設定しました。当然ながら、有意義な利活用とは表裏一体で、負の

側面についても配慮が必要であり、より心豊かな生活を実現するために ICT の利活

用における「光と影」について、次世代を担う高校生が自ら考える機会とすること

を目的とします。 

 

※平成 21 年 4月から施行された「青少年インターネット環境整備法」基づき、青少年が安心・

安全にインターネットを利用するための環境整備が始まった。民間の自主的・主体的取組が鋭意

進められていると共に、行政府に於いても施行状況の検討が進められている。一方、新学習指導

要領が平成 23 年度の小学校を皮切りに、平成 24 年は中学校、平成 25 年度は高等学校で全面実施

される。また、急速に普及を始めたスマートフォンや新しい ICT（情報通信技術）サービスにお

いて、青少年が健全に ICT を利活用できるように育成するため、青少年への指導に加え、保護者

や教職員への「情報モラル教育」の啓発活動が重要視されている。今年度は、スマートフォンの

登場などにより急速に変化したインターネット利用環境下における諸問題について議論し、高校

生が家庭や学校で取組むべき課題とともに、行政、事業者等への要望について本取組で提案し参

考に資する。 

開催の概要： 【各開催地での内容】※日程は、2．地域開催の欄をご覧ください。 

（1）挨拶 （2）講演 (3)アイスブレイク (4)熟議 (5)グループ発表 

(6) 講評 (7)サミット参加者発表 

 

【東京サミット】 

（1）挨拶 （2）アイスブレイク （3）提言のための熟議 （4）提言発表 

（5）講評 （6）最終報告会参加者発表 

 

【最終報告会】 

（1） 各府省庁への提言発表（プレゼン） 

（2） 質疑応答・意見交換 

各開催地 

募集人員等： 

募集参加生徒 30 名（各開催地により変動あり） 

募集見学者各回 30 名（各開催地により変動あり） 

参加参観方法： 参加費・参観無料 [要事前登録] 

高 校 生 ICT 

Conference2017

実行委員会： 

【委員長】 

• 米田謙三（大阪私学教育情報化研究会 副会長） 

【コアメンバー】 

• 石田幸枝（公益社団法人全国消費生活相談員協会 IT 研究会理事・消費者
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団体訴訟室長）  

• 猪股 富美子（お茶の水女子大学 人間発達科学研究所） 

• 植田 威（特定非営利活動法人 NPO 情報セキュリィティフォーラム理事） 

• 小城 英子（聖心女子大学 ） 

• 齋藤長行（青山学院大学 株式会社 KDDI 総合研究所）  

• 他、関係者団体、事業者等  

【事務局】 

安心ネットづくり促進協議会 

〒104-0031 東京都中央区京橋三丁目 14番 6号 斎藤ビル 2 階  

TEL: 03-3562-8850 FAX：03-3562-1180 

 

2. 高校生 ICT Conference 2017 地域開催 

高校生 ICT Conference 地域開催では参加した高校生がテーマに沿った議論を実施し、サミットへ行く

代表者を選抜します。 

 地域 開催日時 会場 

 

地
域
開
催 

北海道（札幌） 2017 年 10 月 22 日（日）11:00-17:00 札幌ユビキタス協創広場 U-cala  

北海道（帯広） 2017 年 10 月 15 日（日）11:00-17:00 とかちプラザ 

宮城 2017 年 10 月 21 日（土）10:00-17:00 東北工業大学 一番町ロビー 

石川 2017 年 9月 23 日（土）10:00-17:00 石川県教育会館 

長野 2017 年 9月 30 日（土）10:00-17:00 安曇野市明科公民館 

新潟 2017 年 8月 17 日（木）11:00-17:00 新潟コンピュータ専門学校 

東京 2017 年 10 月 7日（土）10:30-17:00 東京ユビキタス協創広場 CANVAS  

神奈川 2017 年 9月 10 日（日）10:00-17:00 学校法人岩崎学園 

静岡 2017 年 9月 23 日（土）10:00-17:00 静岡電子情報カレッジ 

三重 2017 年 9月 30 日（土）10:00-15:00 三重県庁 

大阪 2017 年 9月 24 日（日）10:00-17:00 大阪ユビキタス協創広場 CANVAS  

奈良 2017 年 10 月 1日（日）10:00-17:00 帝塚山大学 学園前キャンパス 

高知 2017 年 8月 14 日（月） 9:30-16:30 高知県教育センター分館 

山口 2017 年 9月 24 日（日）10:00-17:00 サビエル高等学校 

福岡 2017 年 8月 26 日（土）11:30-17:00 都久志会館  

大分 2017 年 8月 27 日（日）10:00-16:00 アイネス、大分県消費生活・男女共

同参画プラザ 

鹿児島 2017 年 8月 26 日（土）10:00-17:00 鹿児島大学 

東京サミット 2017 年 11 月 3日(金)13:00-17:00 東京電機大学 千住キャンパス 

最終報告会 2017 年 12 月中旬頃 （未定） 

 

東京サミットへは各地域で独自で実施した情報モラル・リテラシー啓発サミットからのオブザーバー参

加者を招待予定。（サミット熟議のみ参加）※2016 年度実績：沖縄、福井 
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3. 高校生 ICT Conference 2017 in 山口 開催概要 

概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高校生、教員、企業関係者など５０名の参加者を得て、「高校生が考える心豊かな

生活 ～ ICT×（家族・学校・地域）～」をテーマに高校生がグループに分かれて

活発な議論と発表を行いました。 

 

【リアル熟議】 

司会進行・主旨説明 

サビエル高等学校 梅岡 克典 様 

高校生 ICT Conference の概要及び本日の大まかな流れを説明していただきまし

た。 

 

開会の挨拶 

総務省中国総合通信局 情報通信部 電気通信事業課長 

 玉谷 悟 様 

総務省で実施している安心・安全な青少年インターネット利用環境の整備の取り

組み及び本カンファレンスに期待する点について、お話をいただきました。 

・ILAS（青少年のインターネット・リテラシー指標）の調査結果 

・情報通信の安心安全な利用のための標語コンテスト 

・情報モラル・リテラシー安心講座「ｅ-ネットキャラバン」 

  

第一部 事業者による講演 

①LINE 株式会社  政策企画室 高橋 誠 様 

「ICT を活用した未来がどうなればいいか想像してみよう」 

世の中には変わるもの、変わらないものがある。新しい未来について、いつ・誰が・

どこで・何を・どのように利活用していくか、今とは別な発想で考えて欲しいとい

うお話をいただきました。 

 

②エースチャイルド株式会社 代表取締役ＣＥＯ 西谷 雅史 様 

「ICT 利活用と心豊かな生活 ～未来を想像する 3つのヒント～」 

“ICT 利活用”、“心豊か”、“未来の ICT”というキーワードごとに ICT の 5 年後・

10 年後に想像できること、未来に変化をもたらしていく新興技術と取組みの最新事

例についてお話しいただきました。 

 

各プレゼンの内容をしっかり参加生徒はメモをとりながら次の熟議に備えていま

した。各プレゼンの内容も 現在の問題点、今後の課題、これからの活用方法、企

業の立場からの提案など いろいろなアイデアが盛り込まれていて教員にも大変

有意義なものでした。 

 

アイスブレイク、 自己紹介 

5 つのグループに分かれ、アイスブレイクの後、各グループ内で自己紹介、好きな
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食べ物について話し合いをしました。 

 

第二部：熟議「高校生が考える心豊かな生活 ～ ICT×（家族・学校・地域）～」 

グループに分かれ参加校の山口の大学生と協力事業者がファシリテーターと書

記を担って、高校生熟議を開始しました。 

最初に「私たちの未来が心豊かになるような新たなネット機器」をテーマに熟議

を行いました。今は存在していない架空のものも含め、メモや付箋紙を活用しなが

ら模造紙に貼り付けて意見を整理分類しまとめて行きました。 

午後の部は山口県で近年激しい豪雨があり多くの人々が家を追われるなど、不便

な生活を強いられた経験があること、山口県の総人口に対する６５歳以上の人口は

全国平均より高く、また、この２０年間で増加し続けていることから、 

「未来のＩＣＴ×災害」、「未来のＩＣＴ×高齢者」を視点としてさらに加え、熟

議を進めました。 

（詳細は別紙「グループ熟議録」をご参照ください） 

 

第三部：グループ発表 

「私たちの未来が心豊かになるような新たなネット機器」 

「未来には災害時こんなＩＣＴ機器が活躍するだろう」 

「未来には高齢者はこんなＩＣＴ使って生活しているだろう」 

各グループごとに発表するテーマを決め、プレゼンテーションソフトを活用して

まとめ、3 分程度の発表を行いました。 

（詳細は別紙「グループ発表資料」をご参照ください） 

 

 その後、参加生徒により、11 月 3 日に開催される東京サミットに行く代表校の

選定投票を行い、野田学園高等学校が代表校に選出され、発表されました。 

 

最後に、ICT 講演をいただいた LINE 株式会社様、エースチャイルド株式会社より

全体講評をいただきました。 

 

参加校： 野田学園高等学校 

サビエル高等学校 

山口県立小野田高等学校 

山口県立厚狭高等学校（順不同） 

日 時： 2017 年 9月 24 日（日） 10:00-17:00 

場 所： サビエル高等学校（山口県山陽小野田市くし山３丁目５−１） 

参加人数： 熟議参加生徒 19 人 

見学者・関係者 31 人（教員・教育関係者・その他） 

合計：50人 

熟議グループ： 熟議参加者が高校生のため匿名とさせていただきます。（敬称略） 

 

【グループ名：ちょるる】4名 
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山口県立厚狭高等学校 2年女子、野田学園高等学校 2年男子、山口県立小野田高等

学校 2年女子、サビエル高等学校 1年男子 

〔ファシリテーター〕株式会社ラック 七條 麻衣子 

〔書記〕山口県立大学 為國 海希 

 

【グループ名：はなっこりーず】 4 名 

山口県立厚狭高等学校 2年女子、山口県立小野田高等学校 2年男子、サビエル高等

学校 1年女子、野田学園高等学校 2年男子 

〔ファシリテーター〕エースチャイルド株式会社 青木 勲 

〔書記〕山口東京理科大学 木下 翔平 

 

【グループ名：チーム四本の矢】 4 名 

山口県立厚狭高等学校 1年男子、サビエル高等学校 1年女子、山口県立小野田高等

学校 2年女子、野田学園高等学校 2年男子 

〔ファシリテーター〕山口大学教職大学院 天津 悠介 

〔書記〕山口大学教職大学院 福田 晴夏 

 

【グループ名：温泉たまご】 4 名 

サビエル高等学校 1年男子、野田学園高等学校 2年男子、山口県立小野田高等学校

2年女子、山口県立厚狭高等学校 2年女子、 

〔ファシリテーター〕山口大学教職大学院 宮崎 雅史 

〔書記〕山口大学教職大学院 河合 哲郎 

 

【グループ名：ねたろう’s】 3 名 

サビエル高等学校 1年女子、山口県立小野田高等学校 2年女子、山口県立厚狭高等

学校 1年男子、 

〔ファシリテーター〕山口東京理科大学 甲斐 喬弥 

〔書記〕山口東京理科大学 川口 俊輝 
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4. 主担当 

安心ネットづくり促進協議会 事務局 

サビエル高等学校 会場調整、什器備品手配 

飲食手配、記録、庶務 

各団体、事業者等 講演、ファシリテーター、 

資料提供 他 

 

5. 高校生 ICT Conference 2017  サミット 

高校生 ICT Conference 2017 サミットは、各地で開催された Conference の成果を高校生の代表として

提言をまとめるための場です。その代表者の選考は以下の手順によります。 

１） 参加が決まった場合、参加生徒を決めていただき、事前に登録をする 

２） 熟議終了後、参加生徒の投票を基に代表を選出 

３） 各地の代表者でサミット開催 

４） サミット終了後、最終報告会で発表する代表を上記手順と同様に選出 

５） 最終報告会代表者が、サミットの内容を提言にまとめ、最終報告会で提言発表を行う 

 

6. 高校生 ICT Conference 最終報告会 

高校生 ICT Conference 2017 サミットで検討された提言を、選出された代表者が報告用にとりまとめ、

関係府省庁にて報告を行うとともに、関係府省担当者との意見交換によりコミュニケーションを諮る。 

 

 

7. 高校生 ICT Conference の成果物と終了後の対応 

１） グループ発表資料保存（又は模造紙など発表紙面の撮影） 

２） Conference 終了後、発表内容、講評と併せて高校生 ICT Conference のサイトにアップデート 

３） 高校生 ICT Conference 2017 サミット終了後、実行委員会にて取りまとめ 

４） 高校生 ICT Conference 2017 サミット代表者による最終報告会用資料の作成 

５） 最終報告会での発表 
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